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本日ご説明したいこと

１． はじめに

２． 「妊婦への魚介類の摂食と水銀に関する注意事項」の

見直しの経緯

３． 内閣府食品安全委員会の食品健康影響評価

４． 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会乳肉水産食品
部会における検討



１． はじめに



はじめにー１

・魚介類は良質なたんぱく質、ＥＰＡ、DHA等の高度不飽和
脂肪酸を一般的に他の食品と比較して多く含み、また、
ｶﾙｼｳﾑ等の微量栄養素の摂取源である等、健康な食生
活における不可欠な食材

・魚介類は自然界の食物連鎖を通じて、特定の地域に関
係なく微量の水銀を含有。一部の魚介類については、
他の魚介類と比較して高いものも見受けられる
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・近年、魚介類を通じた水銀摂取と胎児に影響を与える可

能性を懸念する報告がなされている

（ﾌｪﾛｰ諸島前向き研究、ｾｲｼｪﾙ小児発達研究等）

5

はじめにー２



２．「妊婦への魚介類の摂食と水銀に関
する注意事項」の見直しの経緯
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1. 平成１５年６月上旬

審議会の意見を聴いて、７種類の魚介類について妊婦を対象

とした摂食に関する注意事項を公表

（対象魚介類：ｻﾒ（筋肉）、ﾒｶｼﾞｷ、ｷﾝﾒﾀﾞｲ、ｺﾋﾞﾚｺﾞﾝﾄﾞｳ、ﾂﾁｸｼﾞﾗ、ﾊﾞﾝﾄﾞｳｲﾙｶ、
ﾏｯｺｳｸｼﾞﾗ）

7

2. 平成１５年６月下旬

国際専門家会議において、発育途上の胎児を十分に保護

するため、水銀の再評価を実施
（従来の耐容量3.3μg/kg体重/週→見直し後の耐容量1.6μg/kg体重/週）



3．平成１６年７月２３日
内閣府食品安全委員会への食品健康影響評価の依頼
＜依頼のﾎﾟｲﾝﾄ＞

・どの程度までの水銀摂取が安全であるのか
（耐容量の設定）

・特に悪影響を受けやすいと考えられる対象者は誰か
（ﾊｲﾘｽｸｸﾞﾙｰﾌﾟの検討）
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4．平成１６年９月～平成１７年６月
内閣府食品安全委員会の汚染物質専門調査会における審議
（計6回）

5．平成１７年８月４日
厚生労働省への食品健康影響評価結果の通知



３．内閣府食品安全委員会の

食品健康影響評価
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食品健康影響評価のポイントー１

＜なぜ、胎児がメチル水銀の影響を受けやすいか＞
・ メチル水銀は胎盤を介して容易に胎児に移行する
・胎児は発達過程にあり、特にメチル水銀の標的臓器で
ある中枢神経系に影響が及ぶ

＜乳児、小児はメチル水銀の影響を受けないのか＞
・ 乳児：母親が通常の食生活をしていれば母乳中のメチ

ル水銀は十分低濃度
・ 小児：成人と同様にメチル水銀を排泄
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※食品安全委員会事務局作成資料から抜粋



食品健康影響評価のポイントー2
＜どのようなリスクを問題としているのか＞

例えば、音を聞いた場合の反応が１／１，０００秒以下の

レベルで遅れるようになる
（水俣病のような重篤な健康影響とは異なる）

＜評価方法＞
・ ﾌｪﾛｰ諸島前向き研究及びｾｲｼｪﾙ小児発達研究で
ある疫学調査結果に基づき行う

・ JECFAで用いられた代謝モデルを用いて耐容摂取量
を算出

・ 不確実係数を適用
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※食品安全委員会事務局作成資料から抜粋



食品健康影響評価結果

厚生労働省への食品健康影響評価結果の通知
→平成１７年８月４日

＜通知結果＞
・ ハイリスクグループ：胎児

※対象集団は、ハイリスクグループを胎児としたことから、妊娠している方

もしくは妊娠している可能性のある方対象

・ 耐容週間摂取量 ：メチル水銀2.0μg/kg体重/週
（Hgとして）
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※食品安全委員会事務局作成資料から抜粋



４．薬事・食品衛生審議会食品衛生分科
会乳肉水産食品部会における検討

第1回 平成16年 8月
第2回 平成16年11月
第3回 平成17年 8月
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＜魚介類の水銀含有量＞
厚生労働省、水産庁、地方自治体及び諸外国において

実施された、魚介類に含まれる水銀濃度に関する調査結
果のとりまとめ
・国内：３８５種類 ９，７１２検体（H15年6月約2,600検体）

（参考）

国外：１６５種類 ２１，７２４検体

＜魚介類の摂食の実態＞
・国民栄養調査（H13、H14）の15～49歳女性の各魚介

類の摂食ﾃﾞｰﾀを集計
（魚類平均73.6ｇ、ｶｼﾞｷ類65.4ｇ、ｷﾝﾒﾀﾞｲ75.0ｇ、ﾏｸﾞﾛ類32.2ｇ等）

・マグロ類の１回分（１人前）の量に関する調査結果

（マグロの刺身、寿司、鉄火丼の一回分：約60～100ｇ）
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＜水銀暴露の実態＞

・汚染物質摂取量調査結果（厚生労働省：H7～H16）
平均 8.4μｇ／ﾋﾄ／日 （魚介類寄与率は79.8％）

・仮に全ての水銀がﾒﾁﾙ水銀であって、妊婦の体重を
50kgとした場合、その１週間当たりの水銀摂取量は、

8.4μｇ×7日÷50kg＝1.2μｇ／kg体重／週

食品健康影響評価に示される
耐容量（2.0μｇ）の６割程度
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＜妊婦１日当たりの耐容摂取量＞

・食品健康影響評価における耐容摂取量
2.0μｇ／kg体重／週 －①

・国民栄養調査の調査対象となった妊婦の平均体重
55.5kg －②

・妊婦１日当たりの耐用摂取量
①×②÷ 7日＝ 15.9μｇ／ﾋﾄ／日

（参考：1μｇは1／100万ｸﾞﾗﾑ）
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＜検討対象の魚介類以外の食品からの水銀の摂取＞

その他の食品 その他の食品 その他の食品 その他の食品

一日摂取量 仮定１ 仮定２ 仮定３
調査結果

魚介類 魚介類
魚介類

当該魚介類から
の水銀摂取

8.42
μg 5.06μg

1.70μg

耐容量

当該魚介類から
の水銀摂取

当該魚介類から
の水銀摂取

8.42μg
6.72μg
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＜検討対象の魚介類＞

厚生労働省、水産庁、地方自治体及び諸外国のﾃﾞｰﾀの中で、
総水銀、メチル水銀が高い魚介類を対象とした

（総水銀 0.4ppm 以上、ﾒﾁﾙ水銀 0.3ppm 以上）
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＜暴露評価の試算＞

以下の計算式を用いて、耐容量の範囲で摂食できる検討対象
魚介類の摂食量を、魚介類の水銀含有量の平均値に基づき試算

耐容量 他の食品からの
水銀摂取量

当該魚介類に
含まれる水銀濃度

＝
耐容量の範囲内で摂食
できる当該魚介類の量

－ ÷耐容量 他の食品からの
水銀摂取量

当該魚介類に
含まれる水銀濃度

＝
耐容量の範囲内で摂食
できる当該魚介類の量

－ ÷
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＜試算結果＞
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＜注意事項見直しに当たっての留意点＞

・魚介類は健康的な食生活を営む上で重要な食材であること

・魚介類は食物連鎖の過程で水銀を蓄積すること

・検討している水銀の影響は、あったとしても胎児の将来の社会
生活に支障のあるような重篤なものではないこと

・妊婦については、一定の注意をした上で魚介類を摂食することが
重要であること。また、水銀濃度が高い魚介類を偏って多量に
食べることは避けて、水銀の摂取量を減らすことで、魚食のメリッ
トとの両立が可能であること

・妊婦が注意事項の対象であり、子供や一般の方々は対象外で
あること

・消費者に注意事項を正確に理解してもらうことが必要であること
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＜妊婦への魚介類の摂食と水銀に関する注意事項（案）＞
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＜今後の予定＞

・意見募集：平成17年8月22日～9月21日（1ヶ月間）

・意見交換会：
平成17年8月24日（水） 大阪会場（梅田）
平成17年8月25日（木） 東京会場（三田）

寄せられた意見を踏まえ、審議会における議論を再度行った上
で注意事項を発出することとしている

（参考）厚生労働省ホームページアドレス
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/suigin/index.html


